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特別記事

特
別
記
事

平
間
洋
一
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
平
間
洋
一
氏
の
提
出
に
よ
る
学
位
請
求
論
文
『
第
一
次
世
界
大
戦

と
日
本
海
軍
　
　
外
交
と
軍
事
作
戦
と
の
連
接
』
の
構
成
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。

　
序
章
研
究
の
視
点
と
内
容

　
　
第
一
節
本
研
究
の
視
点

　
　
第
二
節
　
本
書
の
内
容
と
構
成

　
第
］
章
　
参
戦
と
日
英
米
関
係

　
　
第
一
節
　
参
戦
と
H
本
海
軍

　
　
第
二
節
　
参
戦
・
戦
域
制
限
交
渉
を
め
ぐ
る
H
英
交
渉

　
　
第
三
節
　
参
戦
と
日
米
関
係

　
第
二
章
　
日
英
連
合
作
戦
と
日
英
豪
関
係

　
　
第
一
節
南
洋
群
島
の
占
領

　
　
第
二
節
　
南
洋
群
島
の
占
領
と
芙
豪
の
錯
誤

　
　
第
三
節
　
オ
；
ス
ト
ラ
リ
ア
警
備
作
戦
と
日
豪
関
係

　
第
三
章
　
太
平
洋
に
お
け
る
軍
事
行
動
と
日
米
関
係

　
　
第
一
節
　
巡
洋
艦
浅
間
の
マ
グ
ダ
レ
ナ
湾
座
礁
と
日
米
メ
キ
シ
コ
関

　
　
　
　
係

　
第
二
節
　
日
本
海
軍
の
ハ
ワ
イ
警
備
と
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定

　
第
三
節
南
洋
群
島
の
領
有
と
日
米
関
係

第
四
章
　
中
国
大
陸
と
日
本
海
軍

　
第
一
節
青
島
攻
略
日
英
連
合
作
戦

　
第
二
節
対
華
二
十
一
ヶ
条
の
請
求
と
海
軍
の
対
応

　
第
三
節
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
屯
イ
ン
ド
兵
の
反
乱

第
五
章
　
大
戦
中
の
対
英
協
力
と
海
軍

　
第
一
節
　
第
二
特
務
艦
隊
の
地
中
海
派
遣

　
第
二
節
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
派
兵
問
題
と
陸
軍
の
対
応

　
第
三
節
　
連
合
国
へ
の
武
器
援
助

第
六
章
　
第
一
次
世
界
人
戦
の
波
動
と
そ
の
余
波

　
第
一
節
　
海
軍
の
戦
訓
研
究
と
そ
の
波
動

　
第
二
節
　
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
批
判
と
日
本
海
軍

お
わ
り
に

　
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
第
二
次
大
戦
の
よ
う
に
、

日
本
と
の
関
わ
り
が
深
く
な
く
、
研
究
者
の
意
欲
を
そ
そ
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古
く
は
鹿
島
守
之
助
博
士
の
『
日
本
外

交
史
　
　
第
一
次
世
界
大
戦
及
び
協
力
問
題
』
（
一
九
七
一
年
）
が

あ
り
、
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
日
本
外
交
史
研
究
　
　
第
一
次
世

界
大
戦
』
（
一
九
六
三
年
）
、
細
谷
千
博
編
『
H
英
関
係
史
、
一
九
一
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七
－
一
九
四
九
』
（
一
九
八
三
年
）
、
黒
羽
茂
『
日
英
同
盟
の
軌
跡
』

（
一
九
八
七
年
）
な
ど
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
日
英
関

係
や
日
中
関
係
な
ど
の
二
国
間
の
外
交
関
係
を
主
軸
と
し
、
軍
事
に

関
し
て
も
、
中
国
を
め
ぐ
る
陸
軍
の
動
向
に
限
ら
れ
、
第
一
次
大
戦

に
対
す
る
日
本
の
役
割
、
特
に
海
軍
の
作
戦
行
動
が
諸
外
国
と
の
関

係
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
関
心
が
払
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
ニ
ッ
シ
ュ
教
授
や
、
ロ
ウ
教
授
に
よ

る
こ
の
時
期
の
日
英
関
係
に
関
す
る
研
究
は
、
多
少
の
軍
事
的
関
心

は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
視
点
は
地
理
的
、
時
期
的
に
限
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
第
一
次
大
戦
の
全
局
面
に
わ
た
る
日
本
の
外
交
や
軍

事
作
戦
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
本
研
究
は
、
第
一
次
大
戦
に
対
す
る
日
本
の
関
与
や
役
割
の
全
体

像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
日
本
海
軍
が
実
施
し
た
作
戦
の
概
要

と
、
日
本
海
軍
が
ど
の
よ
う
な
意
図
か
ら
ど
の
よ
う
に
国
策
決
定
に

関
わ
り
、
海
軍
の
動
向
が
そ
の
後
の
日
本
の
国
内
政
治
や
日
本
を
め

ぐ
る
国
際
関
係
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
海
軍
の
作
戦

を
主
軸
と
し
た
視
点
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
の
が
、
第
一
の
特
徴
で

あ
る
。

　
当
時
日
本
は
、
海
軍
力
に
基
づ
く
軍
事
的
優
位
を
最
大
限
に
利
用

し
、
第
一
次
大
戦
に
お
い
て
、
多
く
の
外
交
的
成
果
を
達
成
し
た
。

従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
軍
事
作
戦
と
外
交
と
の
関
連
が
や

や
見
逃
さ
れ
、
軽
視
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
が
、
本
研
究
は
大
戦
中

の
日
本
海
軍
の
行
動
が
そ
の
後
の
日
本
の
外
交
や
、
国
際
関
係
に
与

え
た
影
響
を
中
心
に
、
軍
事
作
戦
と
外
交
の
連
携
や
相
関
関
係
の
分

析
を
試
み
た
の
が
第
二
の
特
徴
で
あ
る
。

　
日
本
の
動
向
は
、
当
時
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら

ず
、
そ
れ
以
外
の
第
三
国
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
日
本

の
参
戦
、
日
本
の
中
国
や
太
平
洋
へ
の
進
出
は
、
ア
メ
リ
カ
、
さ
ら

に
は
メ
キ
シ
コ
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
自
治
領
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
も
、
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
間
に
も
亀
裂
を
生
ん
だ
。
こ
れ
ら
諸

国
の
第
一
次
史
料
に
基
づ
き
、
目
本
海
軍
の
作
戦
に
対
す
る
各
国
の

反
応
の
実
態
と
、
国
内
政
治
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
諸
国
の
対

応
が
、
日
英
以
外
の
第
三
国
に
与
え
た
影
響
な
ど
、
多
国
間
関
係
に

目
を
向
け
、
多
面
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
が
、
本
研
究
の
第
三

の
特
徴
で
あ
る
。

　
で
は
以
上
の
視
点
が
各
章
、
節
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る

か
内
容
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　
第
一
章
「
参
戦
と
日
英
米
関
係
」
の
第
一
節
「
参
戦
と
日
本
海

軍
」
で
は
、
南
洋
群
島
の
占
領
と
い
う
観
点
か
ら
、
海
軍
が
参
戦
に

積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
海
軍
の
参
戦
意
志
決
定
は
、

消
極
的
、
受
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
参
戦
を
め
ぐ
っ
て
海
軍
部
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内
に
”
軋
礫
”
が
生
じ
た
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
二
節

「
参
戦
・
戦
域
制
限
交
渉
を
め
ぐ
る
日
英
交
渉
」
は
、
参
戦
に
関
し

て
海
軍
省
と
軍
令
部
に
考
え
方
の
差
が
あ
っ
た
が
、
戦
域
制
限
撤
廃

や
、
ド
イ
ツ
領
南
洋
群
島
の
占
領
に
関
し
て
は
、
南
進
政
策
の
推
進

と
、
対
米
戦
略
要
地
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
章
、
部
と
も
積
極

的
で
あ
っ
た
海
軍
内
の
実
情
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
後
半

で
は
海
軍
力
の
不
足
か
ら
、
日
本
の
参
戦
延
期
や
戦
域
制
限
に
反
対

す
る
チ
ャ
ー
チ
ル
海
相
と
国
内
世
論
や
対
米
関
係
を
考
慮
し
て
戦
域

制
限
を
設
け
た
い
グ
レ
ー
外
相
と
の
間
に
対
立
が
生
じ
、
こ
の
対
立

と
混
乱
が
日
英
間
に
参
戦
中
止
、
参
戦
延
期
、
戦
域
制
限
問
題
な
ど

の
複
雑
な
交
渉
を
も
た
ら
し
た
実
情
が
紹
介
さ
れ
る
。
第
三
節
「
参

戦
と
日
米
関
係
」
で
は
、
ド
イ
ツ
や
中
国
が
日
本
の
参
戦
を
ア
メ
リ

カ
の
介
入
に
よ
っ
て
阻
止
し
よ
う
と
様
々
な
動
き
を
し
た
た
め
、
日

米
間
に
対
立
が
高
ま
り
、
新
聞
に
は
日
米
開
戦
説
さ
え
流
れ
、
海
軍

部
内
か
ら
も
対
米
強
硬
論
が
出
て
き
た
が
、
こ
の
対
米
強
硬
論
が
南

洋
群
島
占
領
に
伴
う
対
米
関
係
の
悪
化
、
対
米
戦
争
へ
の
不
安
の
解

消
に
あ
っ
た
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
特
に
第
三
節
で
は
、
従
来
の

研
究
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
海
軍
の
対
米
観
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
第
二
章
「
日
英
連
合
作
戦
と
日
英
豪
関
係
」
て
は
、
日
本
海
軍
の

南
洋
群
島
占
領
と
、
そ
れ
を
許
容
し
て
し
ま
っ
た
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
側
の
錯
誤
、
南
洋
群
島
の
占
領
が
そ
の
後
の
日
英
・
H

豪
・
英
豪
関
係
に
及
ぽ
し
た
影
響
が
考
察
さ
れ
る
。
第
一
節
「
南
洋

群
島
の
占
領
」
で
は
南
洋
群
島
の
占
領
に
ふ
み
き
っ
た
海
軍
部
内
の

経
緯
や
、
占
領
を
決
断
し
た
最
大
の
動
機
が
海
軍
の
南
進
願
望
で
あ

り
、
そ
れ
を
強
力
に
押
し
進
め
た
の
が
当
時
の
軍
務
局
長
、
秋
山
真

之
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
二
節
「
南
洋
群
島
の
占

領
と
英
豪
の
錯
誤
」
で
は
、
日
本
海
軍
の
南
洋
群
島
占
領
や
領
有
に

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
強
い
危
惧
を
表
明

し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
相
・
チ
ャ
ー
チ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
中
国
艦
隊

司
令
官
・
ジ
ェ
ラ
ン
の
戦
略
的
・
戦
術
的
過
失
が
か
な
り
影
響
し
た

事
実
、
ヤ
ッ
プ
の
日
本
領
有
に
あ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
相
か
ら

の
電
文
を
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
防
大
臣
が
誤
解
し
た
こ
と
が
か

ら
ん
だ
実
情
を
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
史
料
か
ら
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
第
三
節
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
警
備
作
戦
と
日
豪

関
係
」
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
の
動
向
を
詳
細
に
分
析
し
、
こ

の
警
備
作
戦
を
め
ぐ
っ
て
大
戦
中
に
生
じ
た
日
豪
、
日
英
、
英
豪
間

の
外
交
問
題
が
、
多
面
的
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
警

備
作
戦
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
対
日
警
戒
心

を
高
め
、
こ
の
対
日
警
戒
心
が
日
英
離
間
、
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
を
し
て
、
人
種
問
題
で
日
本
と
対
立
す
る
ア
メ
リ
カ
に
接
近
さ
せ

た
点
に
つ
い
て
も
分
析
の
筆
を
進
め
て
い
る
。
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第
三
章
「
太
平
洋
に
お
け
る
軍
事
行
動
と
日
米
関
係
」
は
、
日
本

海
軍
の
太
平
洋
に
お
け
る
諸
作
戦
が
日
米
関
係
に
及
ほ
し
た
影
響
に

関
し
、
三
つ
の
点
を
論
じ
て
い
る
。
第
一
節
「
巡
洋
艦
浅
間
の
マ
グ

ダ
レ
ナ
湾
座
礁
と
日
米
メ
キ
シ
コ
関
係
」
で
は
北
米
沿
岸
警
備
中
の

巡
洋
艦
浅
間
が
メ
キ
シ
コ
領
の
マ
グ
ダ
レ
ナ
湾
で
座
礁
す
る
と
、
こ

の
偶
発
的
事
故
が
ア
メ
リ
カ
の
海
軍
主
義
者
の
扇
動
、
メ
キ
シ
コ
人

の
強
い
反
米
感
情
と
日
本
に
対
す
る
過
大
な
期
待
、
ド
イ
ツ
の
日
米

英
離
間
策
な
ど
に
よ
り
、
日
米
関
係
の
み
な
ら
ず
、
日
本
と
メ
キ
シ

コ
、
ア
メ
リ
カ
と
メ
キ
シ
コ
と
の
関
係
に
も
波
紋
を
広
げ
、
つ
い
に

ツ
ィ
ン
メ
ル
マ
ン
事
件
を
生
起
さ
せ
る
遠
因
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら

に
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
軍
備
増
強
の
口
実
に
利
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た

背
景
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
二
節
「
日
本
海
軍
の
ハ
ワ

イ
警
備
と
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
」
で
は
遣
米
特
使
石
井
菊
次
郎

が
特
殊
権
益
の
表
現
な
ど
で
交
渉
が
い
き
づ
ま
る
と
、
日
本
海
軍
は

ハ
ワ
イ
に
軍
艦
を
派
出
し
て
太
平
洋
航
路
の
警
備
を
引
き
受
け
た
こ

と
を
ラ
ン
シ
ン
グ
国
務
長
官
に
印
象
づ
け
、
特
殊
利
益
問
題
の
解
決

に
利
用
し
よ
う
と
し
た
軍
事
と
外
交
の
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
軍
備
不
足
の
た
め
、
日
本
に
ハ
ワ
イ
の

警
備
を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
弱
点
を
、
戦
後
海
軍
拡
張

主
義
者
、
人
種
差
別
主
義
者
、
親
中
国
主
義
者
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の

思
惑
に
よ
っ
て
、
反
日
、
排
日
、
恐
日
世
論
扇
動
の
道
具
に
利
用
さ

れ
、
大
西
洋
・
太
平
洋
両
洋
艦
隊
実
現
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
利
用
さ

れ
た
点
も
論
じ
て
い
る
。
第
三
節
「
南
洋
群
島
の
領
有
と
日
米
関

係
」
で
は
、
日
本
海
軍
の
南
洋
群
島
占
領
が
H
米
両
国
に
与
え
た
相

互
不
信
、
猜
疑
心
と
い
う
観
点
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
と
海
兵
隊
の

動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
大
戦
後
の
不
戦
思
想
の
拡
が
り
や
、
平

和
ム
ー
ド
に
直
面
し
た
ア
メ
リ
カ
の
軍
備
拡
張
主
義
者
、
海
軍
主
義

者
は
、
南
洋
群
島
を
兵
力
維
持
、
兵
力
拡
大
の
名
目
に
利
用
し
、
反

日
世
論
扇
動
の
道
具
と
し
て
、
最
大
限
に
活
用
し
、
一
九
三
〇
年
代

の
「
日
米
海
軍
の
ア
キ
レ
ス
腱
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
実
情
が
、
ア

メ
リ
カ
側
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
四
章
「
中
国
大
陸
と
日
本
海
軍
」
は
、
青
島
攻
略
作
戦
、
対
華

二
十
一
ヶ
条
要
求
に
伴
い
、
日
中
両
国
が
対
立
し
た
開
戦
直
後
か
ら
、

対
米
関
係
の
悪
化
や
人
種
戦
争
を
予
想
し
、
日
本
と
中
国
が
協
力
し

て
欧
米
諸
国
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
大
戦
末
期
か

ら
戦
後
に
至
る
日
本
海
軍
の
中
国
へ
の
関
わ
り
と
、
そ
の
対
応
の
変

化
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
「
青
島
攻
略
日
英
連
合
作

戦
」
は
、
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
青
島
攻
略

作
戦
中
に
生
じ
た
日
英
の
戦
後
の
国
益
を
賭
け
た
思
惑
と
対
立
・
軍

事
作
戦
が
外
交
政
策
と
極
め
て
密
接
に
連
動
し
て
い
た
事
実
や
、
多

数
の
戦
死
者
を
出
し
な
が
ら
、
和
平
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
敗
北
に
理
由
が
、
日
本
海
軍
か
ら
多
く
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の
支
援
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
厳
し
い
戦
局
に
あ
っ
た
事

情
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
二
節
「
対
華
二
十
一
ヶ
条
の
要
求

と
海
軍
の
対
応
」
は
、
最
初
、
中
国
進
出
に
消
極
的
で
あ
っ
た
海
軍

が
、
徐
々
に
深
入
り
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
二
十
一
ヶ
条
の
要
求

を
境
に
、
激
化
し
た
中
国
に
お
け
る
反
日
運
動
か
ら
、
海
軍
本
来
の

任
務
で
あ
る
日
本
人
居
留
民
保
護
の
必
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
対
米

関
係
悪
化
に
伴
う
資
源
確
保
や
総
力
戦
認
識
の
深
ま
り
に
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
二
十
一
ヶ
条
要
求
が
、
弱
い
者
び
い

き
の
ア
メ
リ
カ
国
民
の
対
中
同
情
論
を
喚
起
し
た
だ
け
で
な
く
、
浅

問
座
礁
事
故
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
反
日
論
を
高
め
る
道
具
と
し
て
利

用
さ
れ
た
点
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
海
軍
が
、

日
米
関
係
の
悪
化
や
総
力
戦
認
識
の
高
ま
り
、
ロ
シ
ア
革
命
な
ど
の

影
響
を
受
け
、
中
国
海
軍
を
再
建
強
化
し
、
提
携
し
て
ア
メ
リ
カ
海

軍
に
当
た
ろ
う
と
の
動
き
を
呼
ん
だ
。
そ
し
て
海
軍
の
国
防
範
囲
が
、

日
本
周
辺
海
域
の
防
衛
か
ら
「
東
亜
海
面
の
管
制
」
へ
と
拡
大
し
て

い
っ
た
背
景
が
考
察
さ
れ
る
。
第
三
節
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
屯
イ
ン

ド
兵
の
反
乱
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
イ
ン

ド
兵
反
乱
の
鎮
圧
に
、
日
本
海
軍
の
協
力
を
要
請
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
イ
ギ
リ
ス
側
の
弱
点
、
戦
局
の
不
利
と
イ
ギ
リ
ス
の
二
十
］
ヶ

条
要
求
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
の
関
連
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
派
兵
問
題
と
武
器
援
助
」
は
、
従
来
南
洋

群
島
領
有
を
め
ぐ
る
日
英
交
渉
を
扱
っ
た
論
文
で
は
問
接
的
に
し
か

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
問
題
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
節
「
第
二
特
務
艦
隊
の
地
中
海
派
遣
」
で
は
、
海
軍
が
駆
逐
隊

の
地
中
海
へ
の
派
遣
に
応
じ
た
の
は
、
日
本
の
非
協
力
に
対
す
る
対

日
非
難
を
回
避
す
る
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
っ
た
が
、
最
大
の
要
因

は
南
洋
群
島
領
有
へ
の
願
望
で
あ
り
、
躊
躇
し
た
の
は
戦
後
の
対
米

関
係
の
配
慮
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
二
節
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
派
兵
問
題
と
陸
軍
の
対
応
」
は
、
陸
軍
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
派
兵

要
請
に
応
じ
な
か
っ
た
の
は
、
日
本
独
得
の
国
防
観
や
親
独
感
情
に

基
づ
く
国
民
や
野
党
の
反
対
、
陸
軍
が
派
遣
さ
れ
る
と
海
軍
予
算
が

削
減
さ
れ
八
・
八
艦
隊
の
整
備
が
遅
れ
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
海
軍
の

反
対
に
影
響
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
だ
が
陸
軍
が

躊
躇
し
た
最
大
の
理
由
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
連
合
に
対
し
、

日
独
露
の
三
国
が
提
携
し
て
対
峙
し
よ
う
と
し
た
戦
後
の
国
際
情
勢

の
対
応
に
あ
っ
た
点
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
第
三
節
「
連
合
国
へ
の

武
器
援
助
」
は
、
大
戦
中
の
海
軍
の
連
合
国
に
対
す
る
武
器
援
助
の

実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
武
器
援
助
が
連
合
国
の

一
員
と
し
て
の
証
、
国
内
兵
器
産
業
の
育
成
、
総
力
戦
態
勢
の
確
立

な
ど
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
武
器
援
助
が
連
合
国

や
日
本
経
済
に
与
え
た
影
響
な
ど
が
考
察
さ
れ
る
。
ま
た
第
四
次
日

露
協
商
締
結
交
渉
を
有
利
に
導
く
た
め
も
あ
り
、
さ
ら
に
中
国
に
お
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け
る
影
響
力
を
高
め
よ
う
と
、
中
国
が
ア
メ
リ
カ
寄
り
に
な
る
の
を

防
止
し
、
日
中
提
携
を
強
化
す
る
た
め
武
器
援
助
が
利
用
さ
れ
た
、

す
な
わ
ち
軍
事
と
外
交
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
六
章
「
第
一
次
世
界
大
戦
の
波
動
と
そ
の
余
波
」
は
終
章
に
あ

た
る
部
分
で
あ
る
が
、
第
一
節
「
海
軍
の
戦
訓
研
究
と
そ
の
波
動
」

で
は
、
日
本
海
軍
が
第
一
次
大
戦
か
ら
何
を
学
び
、
何
を
学
ば
な
か

っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
大
鑑
巨
砲
主
義
の
み
な
ら

ず
新
し
く
開
発
さ
れ
た
航
空
機
や
潜
水
艦
に
も
多
大
の
関
心
を
持
ち
、

そ
れ
な
り
の
成
果
を
上
げ
、
ま
た
軍
需
動
員
の
必
要
性
に
つ
い
て
も

「
軍
需
工
業
動
員
法
」
を
ま
と
め
る
な
ど
、
大
戦
の
実
態
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。
だ
が
一
方
で
は
、
海
軍

は
戦
争
指
導
の
研
究
で
は
海
軍
大
臣
の
文
官
化
も
世
界
の
大
勢
か
ら

や
む
を
得
な
い
と
し
な
が
ら
、
戦
後
の
平
和
思
想
や
反
戦
感
情
の
増

大
な
ど
か
ら
、
徐
々
に
統
帥
権
独
立
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
状
況
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
二
節
「
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
批
判
と
日
本

海
軍
」
で
は
、
日
本
海
軍
の
援
助
が
、
そ
の
後
日
英
関
係
、
特
に
日

英
両
国
海
軍
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス

に
は
国
益
の
み
を
追
求
し
た
日
本
の
不
誠
実
な
対
応
に
対
す
る
不
満

も
多
か
っ
た
が
、
他
方
、
日
本
海
軍
の
対
英
支
援
は
グ
レ
ー
外
相
も

高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
文
書
か
ら
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
戦
争
が
終
わ
る
と
講
和
会
議
に
お
け
る
イ
ギ
リ

ス
の
山
東
権
益
返
還
要
求
、
人
権
平
等
案
の
削
除
、
日
本
を
仮
想
敵

国
と
す
る
ジ
ェ
リ
コ
報
告
の
公
表
、
日
英
同
盟
の
廃
棄
と
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
軍
港
の
築
城
問
題
な
ど
か
ら
、
日
本
海
軍
は
次
第
に
反
英
、
親

独
的
と
な
り
、
さ
ら
に
日
英
同
盟
の
解
消
が
、
海
軍
の
日
本
国
内
に

お
け
る
政
治
力
を
弱
め
、
陸
軍
の
主
導
を
許
し
て
し
ま
っ
た
状
況
が

描
か
れ
て
い
る
。

　
以
上
で
本
論
文
の
内
容
紹
介
を
終
わ
る
が
、
本
論
文
が
評
価
で
き

る
の
は
次
の
諸
点
に
あ
る
。

　
第
一
は
、
最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ま
で
関
心
の
薄
か
っ
た

軍
事
と
外
交
の
関
連
を
、
第
一
次
大
戦
を
中
心
に
多
角
的
に
研
究
し

た
点
に
あ
る
。
従
来
の
外
交
史
研
究
・
軍
事
史
研
究
の
空
白
部
分
を

埋
め
さ
ら
に
、
日
英
・
日
中
・
日
米
な
ど
の
二
国
間
関
係
の
み
な
ら

ず
、
日
本
の
軍
事
作
戦
が
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
メ
リ

カ
と
メ
キ
シ
コ
な
ど
、
第
三
国
の
関
係
に
ま
で
影
響
を
持
っ
た
点
を

追
求
し
た
視
点
は
、
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　
第
二
は
利
用
し
た
史
料
と
そ
の
史
料
探
索
の
手
堅
さ
で
あ
る
。
平

間
氏
は
日
本
の
外
務
省
外
交
史
科
館
、
防
衛
研
究
所
、
国
立
国
会
図

書
館
憲
政
資
料
室
な
ど
日
本
側
の
第
一
次
史
料
の
み
な
ら
ず
、
イ
ギ

リ
ス
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
オ
フ
ィ
ス
、
さ
ら
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
史
料
館
の
第
一
次
史
料
を
も
収
集
し
、

各
国
史
料
を
め
ん
密
に
対
比
さ
せ
な
が
ら
吟
味
し
て
活
用
し
て
い
る
。
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こ
れ
ま
で
日
英
米
三
国
で
発
表
さ
れ
た
こ
の
テ
ー
マ
に
直
接
、
間
接

関
係
す
る
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
第
三
は
、
日
本
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
研
究

者
の
批
判
を
得
、
そ
れ
を
論
文
に
反
映
さ
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本

論
文
に
収
録
さ
れ
た
各
章
は
『
軍
事
史
学
』
『
防
衛
学
研
究
』
『
季
刊

国
際
政
治
』
『
史
学
雑
誌
』
『
政
治
経
済
史
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
り
、

国
際
会
議
へ
ぺ
ー
パ
ー
と
し
て
提
出
さ
れ
、
研
究
者
の
批
判
を
得
て

徹
底
的
に
加
筆
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
判
る
よ
う
に
、
本
論
文
は
平
間
氏
が

防
衛
大
学
校
教
官
と
し
て
の
軍
事
へ
の
知
識
と
関
心
を
、
第
一
次
大

戦
を
ケ
ー
ス
と
し
て
外
交
と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
労
作
で
あ
り
、

海
外
の
史
料
に
よ
る
新
事
実
の
発
見
、
新
し
い
解
釈
も
随
所
に
見
ら

れ
る
、
学
界
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
て
あ
る
。
よ
っ
て
審
査
員
一
同
、

本
論
文
が
法
学
博
士
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
に

適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
九
年
三
月
六
日

副
査

客慶防
員慮衛

縫大
授
　大学
法

学艶
博学校

士部長

松
本
　
三
郎
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主
査

副
査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

池
井
　
　
優

添
谷
　
芳
秀
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